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ナッシー号
新ルート案

白井市

地域公共交通計画案



５,３０９人

５,８００人



白井市「地域公共交通計画」案

オンデマンド交通等の導入



白井市「地域公共交通計画」案

ナッシー号とオンデマンド交通

「日曜・祝日」運行導入



白井市「地域公共交通計画」案

屋根とベンチの設置



白井市「地域公共交通計画」案

シェアサイクル導入



すべての人の命を守るため
北総鉄道にホームドアを
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構造設計一級建築士
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プラットホームの荷重一覧（大阪モノレール設計統一マニュアル）

変動作用

3.0kN/㎡ 約300kg/㎡

2.0kN/㎡ 約200kg/㎡

資料１

2.5kN/m  約250㎏/m

1.0kN/㎡ 約100kg/㎡

垂直加重は載荷不要(群集荷重に含む)

ホーム柵
（ホームドア）

床・
床組用
主桁および
下部構造用

地震時

群
集
荷
重



旅客推力と垂直荷重 資料２

４）可動式ホーム柵（ホームドア）の荷重としては、以下の荷重を想定する。

・ホーム柵自重 ２．５ｋＮ/ｍ 約２５０ｋｇ/ｍ
（土木設計では、ホーム柵の設置位置は最も厳しい建築限界位置にて検討することとし、
ホーム端～柵面まで７０ｍｍ、柵幅２００ｍｍの中心に載荷する）

・群集荷重による垂直荷重（Ｌ₂） １．０ｋＮ/ｍ 約１００ｋｇ/ｍ
（ただし、ホーム柵の設置幅も含めてプラットホームにかかる
群集荷重（Ｌ₂）を載荷すれば、垂直荷重の考慮は不要とする）

建築限界

垂直荷重
１．０ｋＮ/ｍ

推力



旅客推力（鉄道技術総合技術研究所） 資料３

旅客の推力 ホーム上で想定される状況

1.0kN/m 約１００kg/m

・もたれかかりなど悪意のない行為
・身動きできない群集（密度約１３人/㎡未満）の側面圧
・身動きできない群集（密度約１２人/㎡未満）の正面圧

1.8kN/m 約１８０kg/m
・押す、揺り動かすなど、悪意のある行為を含む１人が
 起こしうる行為

2.5kN/m 約２５０kg/m

・押す、揺り動かすなど、悪意のある行為を含む９人以下  
の集団が起こしうる行為
・身動きできない群集（密度約１４人/㎡未満）の正面圧

〃 約２５０kg/mより大 ・約２０人以上で力一杯推すなど組織的な行為

表２ 旅客推力と発生状況の関係



旅客推力実験（JR西日本） 資料４

ホームドア
断面図



白井駅ホームドア設置の可能性検討（積載荷重増減比較）

（大阪モノレール 設計統一マニュアルを参照 ）
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片持ち床端部曲げモーメント比較

〇積載荷重増減のみの比較

・ホームドア無し :   0.30ｔm

・ホームドア有り  ：  0.27ｔｍ

〇旅客推力の比較

・ 180㎏による短期曲げ応力増分
0.23tmを加えた短期曲げ応力は
長期曲げ応力の1.22倍となる。

   ・250㎏の場合は1.33倍である

・短期応力は長期の1.5倍まで許容
されているので安全である

はりAの負担積載荷重比較

・ホームドアなし：4.13ｔ

・ホームドアあり：3.83ｔ0
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土木と建築の安全率の違いと短期荷重時は1.5倍になる理由

設計時に用いるSS400 材の強度における建築と土木の違い

照査
強度
N(ｍ
m2)

 最大 
 強度

 弾性
 限界

割増
 係数

最大強度 400 1.0 ー ー

弾性限界 235 1.7 1.0 ―

短期
(地震時)

235 1.7 1.0 1.5

長期 156 2.6 1.5 1.0

安全率
照査 強度

N(ｍm2)
 最大 
 強度

弾性
 限界

割増
 係数

最大強度 400 1.0 ― ―

弾性限界 235 1.7 1.0 ―

地震時 210 1.9 1.1 1.50

暴風時 175 2.3 1.3 1.25

常時 140 2.9 1.7 1.00

安全率

建 築 土 木

土木は建築より安全側で設計土木短期(地震時)210÷140＝1.5

資料６



設計段階での余力

鉄筋量計算結果（本数） 図面の記載（本数） 余力（％） 備考

5.1本 ６本 18％

5.5本 ６本 9％

5.9本 ６本 1.7％ 設計者の
裁量

5.9本 ７本 19％ 〃

１．構造計算書と図面の照合
２．図面と現地の照合（鉄筋位置、深さ、配筋状況 等）
３．現地調査法：超音波、電磁波(レーダー)、X線(レントゲン)等

確認方法

資料８



ホームドア設置に関する補助金（国交省HP）

資料７

国 地方自治体

１/３ （基本１/３）

３分の１
※バリアフリー基本構想に位置付け

 られた鉄道駅は２分の１

鉄軌道事業者

ホームドアの整備

ＪＲ、民鉄
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